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小型精米器 パーレスト

0706・KA・0301-005K

玄米、大麦の検査時に、手軽なとう精作業ができます。

仕様 パーレスト
AC100V （50/60Hz）

消費電流 1A
試料質量 約10g
所要時間 玄米10g/30～40秒、大麦10g/180～240秒

95（W）×130（D）×160（H）mm
2.0kg

付 属 品 スプーン、ブラシ、筆、ヘラ、電源コード、
大麦とう精部品（かくはん板、やすり円板、金属側板）

●多様な用途
被害粒、着色粒、ヤケ米や胴割米の検査はもちろんのこ
と、うるち米ともち米の混入程度の検査、大麦の充実度
検査や育種用の少量歩留まり検査など、多様な使い方
ができます。

●大麦のとう精も可能
とう精板（上下2 枚1 組）と金属側板を取り付けること
によって、大麦のとう精も可能です。

●短いとう精時間
10g の試料を玄米ならば約30～40秒、 大麦の場合で
も約180～240秒でとう精します。

休耕田の増加や農薬の使用規制の影響から「カメムシ」に
よる被害粒が各地で大量発生し、大きな問題となっていま
す。また、「ムレ」その他の条件によるヤケ米や胴割米など
被害粒、死米、着色粒、胴割米の混入は「米」の商品価値を著
しく低下させるものです。この混入状態や被害程度など
をすばやく「とう精」して判定するために開発されたのが
「パーレスト」です。検査用に抽出した見本の玄米を約3 0 ～
4 0 秒でとう精します。ヌカ切れがよく、仕上がりもきれい
なので、被害粒、胴割米、着色粒などの混入程度を検査する
のに大変便利です。

■使い方

1. 本体の底面にある周波数切り替えスイッチを、規定の
周波数（50Hzまたは60Hz） にセットし、電源コード
を交流100V電源に接続します。

2. 試料は付属のスプーンで2杯（約10g）を採り、かくは
ん板の上に入れます。

3. フタを閉め、電源スイッチを「始動」にすると、とう精が
始まります。所要時間は試料の種類、含水率などに
よって多少異なります。
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試料受け皿
試料取り出し
ツマミ
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替えスイッチ

電源スイッチ

4. とう精の完了を見計らい、試料取
り出しツマミを押すと、内部の試
料取り出し窓が開いて、試料受
け皿に移ります。音が静かに
なったら、電源スイッ
チを「制動」側に入
れ、フタを開けて
試料受け皿を取り
出します。

このパンフレットは環境にやさしい「植物性大豆油インキ」、
「古紙配合率100％再生紙」を使用しています。




